
欧米 におけるカレン族文献調 査の旋

飯 島 茂 1

タイ国村落調査計画の一環 として,西北部のメーホ

ンソーン県で 8カ月にわたってカレン族の第 2回調査

がおこなわれた｡その後わた くLは,昨年の8月 3日

の夜にバンコクを出発 して,ロンドンに向った｡ この

旅行の目的は,岩村忍所長の卸斡旋により,アジア財

団からの寛大な援助がえられたので,イギ リスとアメ

リカで 3カ月にわたって,カレン族関係の文献や資料

を収集するためである｡

途中日航のジェット機がイン ド上空でエンジンの故

障をおこして,カルカッタにひきかえすといったおま

けもあったけれども,長途の旅を無事におえて,現地

時間の翌4日の正午頃元気にロン ドン空港に到着する

ことができた｡

飛行機のタラッフ~から一歩出ると,北国のつめたい

風が骨までしみ通る｡ これはいったいなんという気候

なのだ｡ ロンドンがい くらヨーロッパの北部にあると

いっても, いまは8月, 盛夏ではないか｡ それなの

に,空港の寒暖計は 20oCあたりをさしている｡昨日

までのバンコクの気温に くらべると, 10oC 以上 も違

うのである｡ これでは≠塞 くケ感 じるのも無理はない｡

空港からダウン･タウンへ向うリムジンのなかから,

夏だというのに合服やスプ リング ･コー トを着て町を

行きかう人々を眺めなが ら,洋服の故郷を知るO ニJ)

風土的な条件をいっさい考慮にいれないで,セビロを

日本の暑い夏や熱帯の国々に持ちこんでいるわれわれ

は,よほどどうか しているのだろうC

こujようなとりとめ もない事を考えているうちに,

･出まホテルに着 く｡早速旅装を解 くと,ホテルからほ

ど近い大英博物館に行 くことにする｡ 途中で HSir,

couldyoukindlyshow methewaytotheBrit-

ish MuseumP" と, 中学校で教えて もらって以来

このかたは度 も使 ったことのない当地風uj英語で道を

･弓.･ねるO≠ァィ ト･ブロックス,オーヴァ-''土いい7㌧:

が ら左の方をさし示す｡早口のロン ドンなまりは聞き

とりにくい｡答の くりかえしを頼むと,かれはさらに

早口に やァィ ト･ブロックス,オーヴ 7-,ヤーĴを

くりかえす｡わた くLはそれを口のなかで二,三回反

塞ぎする｡そうだ,≠ァィ ト･ブロックス,オーヴァ～D

とは ≠ェィ ト･ブロックス,オーヴ7-〟のことなの

である｡

このカクニーをつぶやきながら, しみじみと異L印こ

来た思いをあらためてかみしめる｡ さつきの人が教え

て くれた ように, 8丁 も行 くと大英博物館の前に出

る｡マルクスが資本論を書いた所にふさわしく,この

建物は重厚な雰囲気に包まれている｡

まず受付に行って,図書室の入場証を発行してもら

う｡アジア財団からもらった紹介状のおかげで,イギ

リスの図書館や大学などではずいぶん助かった｡ この

国は伝統仁和二クラブのような や排他的クな制度を発達

させた国だけに,わた くしのような外国人や新参者に

はいささか取 り付きに くい面のある所である｡

しか しながら,紹介状を入手すると (口本のように

簡単には書いて くれないけれども), この国の人が他

人を受け入れるのに構えている10ぐらいの障害物を,

自動的に 5つ ぐらいは飛び越えられる｡か くして,わ

たくLは大英博物飴における文献調査を順調に開始す

ることができた｡

よく知られているように,ロン ドンの宿は朝食つき

である｡わたくしの泊っていた所でも,それは例外で

はない｡毎朝,オー トミルや トース トとベーコン･エ

ッグスの変 りばえのしない食事を紅茶でのどに流 しこ

むと,いそいそと大英博物館に向う｡目と昇の先のi昭

雄ではあるが,それでも9時の開館よりも早 く着 くこ

写真 1 水稲の収穫をするカレン族の女
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とが多い｡だが,これはわたくし1人だけではないよ

うであるoかなりの数の常連が毎朝顔を合わせるQひ

とつにはかれらが 1日中暮す図書室で良い席を取 りた

いという気持から,早 く来るのだろうけれども,同時

にここにはよその図書館にない ≠なにか〟があるから

ではないだろうか｡わたくLも長期間にわたってタイ

国北部の山岳地帯で,水牛の数をかぞえたりなどして

暮 してきたために,すっかり重症の知的飢餓状態にお

ちいっていたのだろう｡たちまちこの ≠なにか〝のと

りこになってしまい,大英博物館ではいつにな く勤勉

に仕事をする｡ このような例はほかにも意外に多いよ

うだ｡常連のアメリカ人の歴史学者は ｢わたくしの国

にもずいぶん良い図書館があるけれども,今までこん

なに雰囲気の良い,わたくLをシビレ (intoxicate)

させた所はなかった｣と述懐していたのがたいへんに

印象的であった｡

写真2 大英博物館の入口

たっぷ りとした皮張 りの机と椅子に本拠を構える

と,カーボン紙のついた申し込み用紙に1冊ずつ著者

名,題名,発行年月日,整理番号,自分の名前,机番

号を書き入れて,窓口に提出してお くOまたリザ～ヴ

してある本ならば,古いカー ドの写 しだけを窓口に出

す｡そうすると,30分 もしないうちに金髪の女の子が

机の上に山と本を置いていって くれる｡ここには貸出

しの冊数の制限がないので,いつも百年物の本を机に

山積 しておくことができるのは嬉 しい｡

アメリカの人気のす くない図書館にくらべると,こ

こは労働賃金が安いせいか,いつもふんだんに係員が

いて,サーヴィスがたい-んにゆきとどいている. こ

れはひとつにはイギ リスにおける研究者の地位の高さ

を示 しているのでは なかろうか｡ 大英博物館 に限ら
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ず,どこに行っても仕事に 関しては大事にしてもら

い,恐縮する｡

到着当時はたい-んに苦痛であったロンドンの ≠寒

さクにもしだいになれる｡そうすると人は勝手なもの

で,寒い所の方が人間の頭脳労働には適 しているので

はないかと思うようになるo熱帯においては,エアー

･コンデ ィッションがないと,よほど風通しのよい所

でない限り,本を前にして机に二,三時間もむかって

いることは,あまり楽ではない｡ これを 1週間も続け

ると,-ぼって くることはしばしばである｡それにひ

きかえて,ここの自然環境は文化的環境とともに,研

究生活になんと好適なのだろう｡加えて,前述のよう

に,わたくLは知的飢餓症にかかっていたために,過

日は開館の朝の9時から夜の9時まで大英博物館で過

ごし,すこしも苦にならなかった｡そのうえ,ここに

はすぼらしいア トラクションもある｡仕事に疲れれば

地下にある喫茶室に行き,紅茶を飲んで,帰 りがけに

は陳列室に行 く｡そこでは見事な ドンソン･ドラムや

ロセッタ ･ス トーンを見て,頭の休養をとることがで

きる｡こんなにぜいたくな文献調査は,世界中どこに

いってもできないだろう｡

とにか く,大英博物館における好条件のおかげで,

仕事は意外にはかどり,カレン旗の民族誌や歴史関係

の文献資料だけでも,30点以上も見つけることができ

た｡ これはひとえに中央図書室の監督官である Mr.

D.T.Rogerの御助力のたまものである｡

カレン族関係の資料については,タイ国にいた時に

外国人研究者から,かなり悲観的な見通しを聞かされ

ていただけに,幸い先の長さにわたくLはいささか気

を良 くしたのである｡

このように大英博物館の仕事が一段落すると,わた

くLは仕事の本拠を,近 くのロンドン大学のSchoolof

OrientalandAfricanStudiesに移すことにする｡

ここでは事務次長の Mr.Bracken や副ライブレリ

アンの Mr.B.C.Bloomfield氏の御援助で,手続き

はすべて順調に進む｡そして,大学本部から歩いて数

分の所にあ る トッテン-ム通り図書館分室に通い出

す｡ ここには東アジアならびに束南アジア関係の図書

資料が集められている｡東南アジアの係 りをしている

Mr.AllenLodgeはケンブリッジ大学の出身で,た

いへん親切な人であった｡そのうえ,ここは公開書架

なので,ひじょうに能率的で,10日ぐらいの間に30点
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写真3 ロンドン大学の本部

ほどの資料や図書が集った｡

このほか, ロン ドン大学では夏休みにもかかわらず

Mr.Bracken のおかげで,東南アジア･島喚学科の科

長である ProfessorEugとnieJ.A.Henderson と

ProfessorHlaPe,ならびに Readerの Mr.Ste-

wartSimmondsにもお目にかかれた｡ なかでも,

ProfessorHendersonは 5年ほど前に行かれた臼井

二尚,棚瀬襲爾,本間武の三先生の ミッションのこと

をよ く覚えておられ,その後の京都大学東南アジア研

究センターの発展をたい-ん喜んで くださった｡

また人類学 ･社会学科では科長の Pr･ofessorChri-

stophYonFilrer-HaimendorfとReaderの Dr.

MichaelMendelsonにお目にかかれた｡なかでも,

ProfessorFtlrer-Haimendorfは夏休みを過ごされ

たウインか ら,客員教授 としてメキシコに行かれる途

中, 3日だ けロン ドンに 立ち寄 られ た衡多忙 のなか

を,初対面のわた くLに一晩をさいて くださったのに

はひどく感激 した｡同教授に,わた くLが英文で今ま

でに発表 した論文を三つさしあげると,全部に目を通

して,いろいろと御意見を聞かせて くださった｡良 く

知 られているように,ProfessorFtirer-Haimendorf

はアジア大陸の山地民研究については世界的権威だけ

に,この個人ゼ ミナールはたい-んに示唆に富み,今

後の研究に有益であった｡

その後,残 された期間にはインデ ィア ･オフィス,

王立人類学研究所,王立アジア協会,オクスフォー ド

大学などの図書館で仕事をしたけれども,すでに大英

博物館とロン ドン大学で数十点以上の文献や資料を集

めて しまっているので,かなりの重複があり,期待 し

たほどの成果をあげることはできなかった｡

このなかで,資料の点からいうと,インデ ィア ･オ

フィスは圧 巻であった｡ とりわけ,イン ドやパキスタ

ン関係のものは無限といってよいほど豊富である｡ し

か し,残念なことにカレン族の文献質料になると,か

れ らの領域がビルマの中心部を離れていて,抽民地と

しては経済的重要件がす くなかったために,記録にな

るような資料が数的にも質的にも他の地域に くらべ,7,

と,かなりおとつているように思われる｡

とはいっても,ロン ドンは英領を中心にしたアジア

関係の文献資料の宝庫である｡カレン族関係で も, 1

カ月半の短期間に70点以上を集めることができた｡そ

のために,ゼロックスやマイクロ ･フィルム代に追わ

れて,内地から送金を受けたにもかかわらず,ロン ド

ンでは完全に破産 して しまったo別れの時イギ リス人

の友人はそれを "Happy bankruptcy"と呼んで,

ビールで乾杯を して くれたのである｡そのため,バ リ

ーに立ち寄 った際には,当時フランスに滞在中の相良

惟一教授 (京都大学教育学部)にお金を借 りる破 目に

なって しまった｡そのおかげで,わた くLはとにか く

ニューヨ-クに渡 ることができた｡

アジア財団の配慮で,旅費の半分をニューヨークで

受け取 ることになっていたために,わた くLはここで

一息つ く｡そのせい もあってか,数年前に初めて来た

時にはたい-んに異国情緒を感 じたニューヨークも,

こんど来てみると,なにか東京に帰 って来たような気

写真 4 オクスフォ- ド大学
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安さすら感 じる.だが,なんといっても物価が高いの

で, ミッショナ))-関係の図書館を見ただけでニュ

ヘヴンに向う｡

ニュー-ヴンでは HRAF に Dr.FrankLeBar

をたずね,タイ国北部における山地民研究について意

見を交換する｡さらに,同氏のお世話でエール大学の

図書館でカレン族の文献を探 したが,-,二点を除い

てはあまり見るべきものかなかった｡

その後, イサカのコーネル大学に行き, 仕事をす

る｡ ここではタイ国北部で Lahu族の調査に従事 し

ていた DelmosJones君が博士論文を 執筆中の忙 し

い日程をさいて,親身になって面倒を見て くれる｡お

かげで,短時間の滞在にもかかわらず,貴重な資料や

文献数点に目を通すことができた｡そのなかでも二つ

の dissertationは, 今後の研究にたいへんに役に立

つと思う｡ ひとつは Hackett,William Dunn(19

53):"ThePa-oPeopleoftheShamState,Union

ofBurma,"Unpublished Ph.D.Dissertation,

CornellUniv.pp.vii,736と他は Truxton,Ad-

disonS.(1958):"TheIntegrationoftheKaren

PeopleofBurmaandThailandintotheirRes-

pectiveNationalCultures,"UnpublishedMas-

ter'sThesis,CornellUniv.pp.ix,123である｡

イサカからわたくLはワシントン D.C.に飛ぶ｡イ

サカではすでに紅葉 も終ろうとしていたので,わたく

Lは寒さにふるえあがっていた｡ しかし,アメリカは

やはり大きい｡ ワシントンまで来ると,林は色づき始

めたところで,その暖い気候にわたくLは蘇生の思い

であった｡それに,ワシントンはいつ来ても美 しい首

写真5 ワシントンの国会図書館

(アメリカ文化センター提供)

1014

第4巻 第5号

府である｡

ここにある国会図書館の文献調査は,わたくLにと

っていわば今回のアメリカ訪問の山であり,これが終

ると西部の大学で一,二の仕事が残るだけになるO

アメリカの図書館の良いところは,すべてが_オープ

ン･システムであることだ｡入館手続きなどの面倒さ

がない ので, わたくLは付属ビルデ ィングの 2階に

CecilHobbs氏を直接たずねる｡ 同氏は東南アジア

課の課長で,たい-んなどルマ通である｡戦前はビル

マにおいて ミッショナリーの事務関係の仕事をしてい

たので,カレン族についても一言持っている｡おかげ

で国会図書館における仕事はずいぶんはかど?た｡今

まで集めた資料と重複しない文献類だけでも,30点に

近い本や論文を見つけることができ,その大部分をマ

イクロ ･フィルムやゼロックスとして入手することが

できたのは収穫であった｡

このようにして,アメリカ東海岸での仕事をおえた

わたくLは,ジェット機でサンフランシスコに飛び,

バークレーのカリフォルニア大学の図書館も当ってみ

た｡ しかし,カレン族関係の物ではあまり見るべき資

料は見当らなかった｡

最後にオレゴン州のユージンに行き,オレゴン大学

人類学部に ProfessorTheodoreStern をたずね

た｡同教授はビルマにおけるテン族の研究とタイ国西

部におけるカレン族の調査をされたベテランなので,

お目にかかってずいぶん勉強になり,得るところが大

きかった｡

以上,イギ リスとアメリカにおけるカレン族の文献

調査をふりかえってみて,気がついたことを二,三述

べて,筆を置くことにしよう｡

わたくLはタイ国でカレン族を調査 したので,タイ

国のカレン族に関する資料集めに力をいれたのである

が,その数はきわめて少なかった｡ これと反対に,ど

ルマにおけるカレン族の文献は当初予想 した数よりも

はるかに多かった｡その第 1の理由は今さらいうまで

もな く,ビルマにおいては総人口2,000万人中カレン

族はその 1割以上をしめ,カレン州やカヤ州の2州を

形成するはど重要な民族集団であること｡第 2の理由

はタイ国が歴史的に独立国であったために,外国の植

民地官吏や宣教師による記録が他の東南アジア諸国に

くらべて,極度に少ないことである｡

つぎに,イギリスとアメリカの図書館を大把みに比
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較 しよう｡カレン族関係の文献資料に限って も,大英

博物館にしろロンドン大学にして も,19世紀以来の ミ

ッション関係の記録を中心に植民地の役人の書いた物

まで含めると,古い文献が豊富に保存 されていた｡そ

れにたいして,ワシン トンの国会図書館のコレクショ

ンなどには,あまり時代物はな く,もっぱら新 しい資

料が集められていた｡ しか し,最近の物なら新聞にい

たるまで実に良 く整理されていた｡

最後に文献調査に関する技術的問題について触れて

みることにしよう｡

両国の図書館は全体としてひじょうに良 く整備 され

ていて,司苦の担当者が優秀なうえにたい-ん親切で

あった｡そのため,文献調査であまり因ったことはな

かった｡ しか し,仕事を している間にいちばん閉口し

たのは,あまり古 くも新 しくもない物のゼロックスや

マイクロ ･フィルムを入手することであった｡ イギ リ

スとアメ リカでは多少異なるけれども,著者の死後大

体50年 もすると著作権は消滅するので,古い本や報告

書を複製することは問題ない｡また近年に発行 された

本などの場合ならば新刊がいつでも本屋で入手できる

ので,一番割安であるo ところが,この両者の中間 ぐ

らいの本や資料を手に入れるのにはほとほと手を焼い

た｡なかで も,とくに太平洋戦争中やその直後に出版

された物で,当時の客観情勢のために発行部数が少な

かったり,内地にほとんど入 っていない文献などにほ

たいへん困った｡ゼロックスやマイクロ ･フィルムで

入手するのに,いちいち出版社か ら書面による許可を

もらわなければならなかった｡ しかも,それ らの出版

社はしば しばどこかに移転 したり,なかにはつぶれて

しまっているのもあるO

著作権の保護はたしかに大切なことであり,欧米の

司書の方々が合法精神に富んでいることは尊敬に倦い

する｡ しかしなが ら,営利を目的としない学術研究に

たい しては,このわず らわしさがなんとかならない も

のであろうか｡

メ ナ ム 河 流 域 平 野 の 地 質 調 査

高 谷 好

1 地質調査にきて

｢メナム ･デルタの発達史｣というのが,わた くし

の研究題目であ ります｡ もう少 しくわ しくもうします

と,メナム河 とその支流ぞいに発達するセン トラル ･

バ レー内の若い地層がいつごろ,どういう材料で形成

され,そこにどうした過去の環境が秘められているか

を調べるのが目的であります｡具体的な作業といたし

ましては,主 として河川ぞいに見 られる崖を克明に観

察 してまわり,必要なところでは砂な り,粘土なりの

サンプルを採取するというものであります｡行動範囲

は地図で示 しましたとおりであり,概算で 600kmx

150km,採取サ ンプ ルは約 100kg程度かと思われま

図 1 メナム河 とセン トラル ･バ レー
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